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ら之は，（1）場所によって貴人，潮移の闘係が異るカ㍉目）

叉は（2）一つの玲岩盤を作っていると考えている珊岩に

賢は色々の時代のものがあって重なり合っていて，あた

かも一つのものム様に見えるかの何れであると考えられ

る。こエてば恐らく第2の場合ではないかと思う。英は

この珊岩麗が色々の地歴を切る様に分布しているところ

が見うけられるからである。少しこの鱗に就いては今後

の精査が必要である。

　（7）本読中の化石1二就いて　　化石の襲貝につとめ

たが成功しなかった。今後化石の探査に主力をおく篤に

参考とすべきは今村外東教授及楠見之氏が岡山縣小田郡

（8厚狭郡松岳山の珊着は西部では硯石統に貫入し，東

部では硯石統に漸移する。之は恐らく第1への場合

　であらう。

小林貞一反東大，中期生；長門，筑前ア〕地質に就て（地

學雑誌52年616貌昭和15年）
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下より報じた肋〃｝er伽8の産状で、之は中部の粗粒砂質

頁岩からであると云う。0）厚狭郡の牛沼田，饗蒲郡の安

岡地歴，二見，字賀方面に粘阪岩，頁岩の地歴があり，

叉・花尾山砂岩・凝茨岩暦申の上部の頁岩石・英岩の部

分は特に注意する必要があると思㌦

　（8）地殻強動史について　躍蒲郡内のものに就いて

松本達郎教授の地殻製動史が製表されている。加）小生の

調査が疎略であって未だ墜動史を明にするとか，松本数

授の研究と比較するというところまで打っていない。

　（山口大學文理學部地學教室）　（24．9．26）

9）今村クド治，楠見入：岡山縣西部グ）硯石統（昭和23

　年慶・日本地質學會講演）

　長谷晃：岡山縣西部の所謂硯石麿群産貝蝦石にっい

　．て（地質54巻，638號昭和23年）

1O）松本達郎1長門に見る後期中生代地史（地質53巻

　622イ27號昭和22年）

京都府加佐郡河西村地方の石茨岩礫岩の時代

中　　　澤　　　圭　　　二

　京都府北部の加佐郡河西村河西小學校を中心とする一

帯には三盛紀の河西暦群（新躍）が東西に分布しており，

その中には礫岩を來在している。礫岩はしばしば石次岩

礫を含んでみる。河西暦群に北接して頁岩，粘板岩．砂

岩よりなる累層があるが・それは同層群とは鐵暦で接し・

北側は璽基性深成岩類の送入をうけている。河西暦群は

すべて南に傾斜するが・この累暦は殆んど北斜し・見か

け．1二の下宇部は砂岩に富み頁岩，粘飯岩と互層し，上半

部は層理の明瞭な頁岩が主で砂岩を來在する。下宇部の

砂岩申にはしばしば礫岩がある。厚さは5～6m位で遵

縁性に乏しく，河西村蓼原西端の道路切割と同村公庄北

方・1kmの谷で露頭が見られる。この礫岩は2～7cm．

の石茨岩，織，自，茨等のチャート，頁岩，褐～淡織砂

岩，織色珪質岩の亜角礫よりなり・，陶沙は不十分で，一

般に石灰岩礫が大ぎし㌔基質は同様岩石（石灰岩は少な

い）の粗砂～細礫で，文無璽の方解石の細駄で貫かれて

ゐる。一見河西暦群の礫岩と酷似しており，東大の進級

論文ではこの礫岩迄を中生暦としているようである。石

灰岩礫中には紡錘虫の　Meo岳むんωαger伽岨　㎜＆Tgαr舳e

二Dep趾t，γ伽伽砒sp．，8o伽佃g洲㈹日p．を含んでお

り，大部分は柵鮒舳皿gθ丁伽“である。石茨岩が礫で

あるか1レンズであるかの判定は特にそれが大きい時に

は伸々困難な事があり・それによって礫岩の生成時代の

鮮麗が非常に異ってくる。北上山地の上部秩父古生暦の

薄衣礫岩中の石次岩礫とされていたものは・湊正雄1一）に

より殆んどが礫ではなく基質の一部を構成する事が明ら

かにされて，薄衣礫岩の生成状況が非常に明瞭となった。

叉著しい例としては九州球腰山地の川俣暦礫岩中の石茨

岩は最初は中生代の薄暦～レンズと者へられたが，壬）後

でその中から古生代の珊瑚zo物8伽e伽砒此舳α北舳伽Ya－

beが襲見され，この石茨岩は亘礫とみなされて中生層

（白嚢紀）にされた。晶〕勘米良亀齢’〕によれば模式池の川

俣暦の礫岩申の石茨岩はレyズであり，從ってこの部分

は古生暦として川俣暦より分離され，球磨贋と命名され

たぺ）ところで河西村の礫岩中の石茨岩は明らかに礫で

あって，礫岩の生成時期は石茨岩礫中の紡錘虫の生息當

時より新しい事は疑ない。燃しながら石灰岩のような地

質學的時間より者へれば非常に短かい間に硬い岩石を形
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し得るものでは，必ずしも含有紡錘虫の（種としての）生

存時代より後であるとは限らない。例へば種々の紡錘虫

石灰岩礫を持つ四国の休場礫岩は初めは中生代の鳥ノ菓

統とされたが・・）現在は古生暦と者へられてゐるρ從っ

て河西村の礫岩の時代も二鯉紀か叉はそれ以後，勘ち古

くとも二鍾紀より前ではないと」いえる丈である。

　所が場所は異るが礫岩を含む砂岩（かなり石荻質で暗

茨色であるが・風化すれば赤褐色となる）が非常に粗粒

となり紬礫岩に移り・著しく多藪の紡錘虫を含む部分が

ある。この露頭は公庄の北方小原田に至る間の竃召取場

と・その西方幅知山市下川口の一尾から長尾に行く途中

で見られ，ぼし原地附近と思われる場所での鱒石が大麗

局様暦準の所に’匠ケ所で探販てきた。顯微鏡下では弐の

ような特徴がある。構成粒子は角礫貿で，形はかなり不

規則な石茨岩片・方解石・紡錘虫，黒色頁岩1淡茨～白

～織のチャート，石英粒・珪岩・白色産質岩・安山岩様

岩石，砂岩の工～4I皿蛆（最大筑n1皿）よりなる。膠結

物は非常に少なく殆んど各粒子がそのま土密接するが，

界に滑って水酸化鐵1所により砂質頁岩が充てんず孔

穣成粒子の中でとけ易い石灰岩，方解石，紡錘虫や，柔

かい頁岩が数も多く・形も大きく泓一麿不規則である事

から運搬距離が他の粒子より短かかった事が考えられ

る。特に重要な騒は紡錘虫の入り方である。それ等は殆

んど個々はらば．らであって，しかも外形の完全なものは

一つもなく，完全に近いものは相當あるにも闘らず外側

はすべて麗滅，破損されている。即ち紡錘虫は他の場所

から運搬されて堆積したものに違ない。更に注意すべき

事は，極く稀ではあるが石荻岩片中にも同様の紡錘虫や

癬虫類の一部が入りこんでいるものがある事で，このも

のは石灰岩から削剥運搬されたと考えられ・個々ばらば

らの紡塵虫も二次化石でないとは闘言レ得ぬ艶である。

從って後者の成因には茨の三つの場合が考えられる。

　（1）石茨岩中の紡錘虫が風化されて各個彊に分離し，

それが運搬された。

　（2）紡錘虫が未だ固結せぬ柔かい地歴申から浸蝕によ

り運搬された。

　（3）堆積當時他の場所で生息していたものが運搬され

た。

　（1），（2）め場合は所謂二式化石であって本質的には石

荻岩礫とは相違はなく，時代決定は著レくあいまいにな

孔（3）の場合は紡錘虫の生息時代がこの地層生成の時

代を示す。

　所で更に精細に紡錘虫を観察すると，多くの個欝は多

かれ少れか外側の璽巻がおしつぶされた形を呈し，この

部分には方解石の外に紬礫岩の充てん物と同様の酸化鐵

質物が入りこんでゐる。この事から墜カをうけた時には

各紡錘虫は未だ内部が充てん固化していなかった事が判

断される。また帝繧，伊吹，騒仙，赤坂の各宿茨岩の多

藪の薄片を検しても・このようにおしつぶされたような

紡錘虫（レアe伽e正価のような特に繊細なものは別とし

て）は殆んど観察されなかった。それ旋（1）の成因はま

っ考えられない。（2）の場合は第三紀暦中の有孔虫が現

在でも多くは殻の内部が充てんされていない事から一躍

間題となる。然し紡錘虫の場合は大部分は石茨岩を構成

し，石茨岩でない迄も殆んど石荻質の地厨に含まれてい

るので・堆積の進行につれて速かに殻内が石灰質物で充

てん固化される事は十分想像される。この馳と，細礫岩

中の紡錘虫の個麗蟹の著しく多い事と併せ考へ（3）の成

因が最も要當であると考えられる。魔力をうけて押しつ

ぶされたのは運搬途中か腰成作用申かは判然としない。

鍾紡虫を含む石茨岩片と同じ所から來たか，異った所か

ら來たかも決定出來ない。

　壷石錘虫’こは　Xα加伽α目p．nOV．α．，’〃6e伽皿日p．nOV．

β・，亙e08励ωαge伽αdO砒舳e乞OZ皿Wa，〃8e〃せ例日p．

nov．？，＆ゐωαg洲舳目p。等ありこの申乃あe伽αは屡

倒的に多い。石茨岩片中にはル㈱ゐmαgeT伽α此dθ咋

也棚e4及び8励ωαg洲舳冒p．を含む。（ハbe4冊α日p．は

エ乃αリ鵬α亜皿乞0腕wa，　r伽砒脇8μα犯（Dep正at）に酷

似するが軸率は非常に大きく，縦鐵面は一見8砒㎜αか伽α

を思はせる）非常に特殊化した黙注目に値する。緒論と

して礫岩及び砂岩～細礫々岩の生成時代は恐らく上部

二愚紀と推定されるが，他の層序學的な詞擦がなければ

決定的とは言えない。

　日本外帯の古生暦中の石茨岩礫岩は所謂休場式礫岩と

言われ，小林貞1」）によれば西は高知縣から東は闘夷地

方の青梅附近に迄分布しており・鳥山隆三冒）の紡錘虫の

研究によれば，0舳〃皿毎肌痂砒，乃舳吻”α，ア蝸刎肋α，

刃0sθゐ砒b洲e伽等の奮い紡錘虫のみを含み，U・a1iaI1（富

義）かそれ以後と者へられる礫岩と，Neo目。hw乱gorinid日

等の新しい紡錘虫も含む上部二愚紀叉はそれ以後と考え

られるものと二つの型がある一とい㌦之等の中には更に

基質に個々ばらばらの紡錘虫を含むものと’敏如するも

のがある。もし之導の礫岩を古生代申の撤穀墜動の一表

現として研究㌃る場合には休場式礫岩として一括せず・

夫々を一躍巖密に厚別し，暦片的位置，堆積機構と共に

考へる必要があろう。河西村の礫岩は度い意味の休場式

礫岩の一種と考える事ができるがこれと同じ型の礫岩は

由良川東方にも分布し，幾つかの暦準に互るのである。
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舞鶴附近の二鍾紀と考えられる舞鶴層群の石灰岩礫岩報）

一（Ne0昌ChWage正in池を含む。）も基質に紡錘虫を含まぬ

休場式嬢岩であろう。河西村のものは個々の紡錘虫を含

む内糟に於ける最初の休場式礫岩としてこムに報告する。

　最後に，このような紡錘虫の出方は特殊なようである

が・奇麗合の恥あe伽α一s1伽炊｛伽滞の石灰岩及びこの

石茨岩の上部の砂岩，頁岩中の石茨岩1ノンズの組織は，

紡錘虫の殻の外側がおしつぶされれ・ない鞘と，頁岩・

チャートの岩粉の代りに・すべて石灰岩・方解石の粒子

のみより構成されてゐる鶏を除いては非常によく河西村

の細礫々岩に一致する。他の石茨岩にも同様の事が豫期

され，この時代には全国酌にかなり共通した紡錘虫の堆

積環境が考え得られるのではないかとの豫想を持ってゐ

る事を附加する。

追記　その后九州大島山隆三助数授に紡錘虫の鑑定を靭

願した所1表のようたものが含まれてゐ糺

　　　1－　Yabe｛皿a　Inega昌pherica　K乱nInθra　（］MlS）

　　　2．1P昌e触ωo1io］in乱dfr－epia乱？　（Schw乱ger）

　　　3．　Ne⑪schwagerina昌p．

　　　4・　Schwagerin日冒p・

2．ほ本文でMli80nina　sp．nov？　としたものである。

3，勘米食學士によれば化石相も砦質も極めてよく球磨

層群に似てゐるその事である。河西村から舞鶴にかけて

現在迄更に多敷の個所から向様細礫岩や砂岩が襲見さ

れ，舞鶴厨群申に含めてもよい事が分つだ。叉砂岩申に

は多藪の植物の炭化細片を件ひ．一部炭質頁岩となつて

居り，この鮎も球磨層群に酷似ナる。

（T．Mat昌umoto＆K．Kanme蝸，Cotribu缶ion　to

the　Teotonio　History　in　the　o前te士　Zone⑪f畠。uth－

West　Jap乱n，Men・Facパ。i・Xy卿自UnivリSeL

］〕。，vol．III，No．2，pp・80～82．1949）　この’古生層・ば

多く．は断層で中部P三塁絢の河西1河東暦群に接する

が中には明ちかな嚴暦もなく殆んど三塁紀層内と、思わ机

る中に極く稀に紡錘虫個艘が見出され・疑問の鮎も多

く，措來徹底して調査する必要があ糺最后に種々の助

言を頂いた松本達良臓授1勘米良學士1特に紡錘虫の鑑

完を煩わした島内助教授に厚く御薩中上げる。
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